
エビデンスに基づいた
不登校支援に向けて

滝川市立開西中学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

肯定的回答 否定的回答
ソーシャルスキル 各項目別スキル

【子ども理解支援ツール「ほっと」: ５月 】 【 学校風土アンケート：５月 】

２ 目標、目指す子ども像
（１）目標

・不登校の未然防止に向けた取組や不登校支援を充実させることにより、
中学校区全体における不登校の解消や未然防止を図る。

（２）目指す子ども像
・緊張とうまく付き合いながら自分の考えを話せる生徒
・悩んだとき、相談したり助けを求めたりできる生徒



３ 今年度の取組

【スクールカウンセラーによる研修会】

（１）不登校対策連絡協議会

㋑では、学校の取組について知識・理解があるスクールカウンセラーに講師を依頼す
ることにより、実践に結び付く効果的な研修を行うことができるようにした。今年度は、
学習障がいが想定される児童生徒とその保護者への関わりについて研修を実施した。

４ 取組のポイント

① 構成：開西中(中核校)、西小(協力校)
② 目標・取組
㋐ 小・中学校間の情報共有
・不登校傾向児童生徒の交流
・子ども理解支援ツール「ほっと」や学
校風土アンケートの分析の交流

㋑ 外部講師による小中合同研修会の実施



３ 今年度の取組

【生徒指導・いじめ対策委員会】

（２）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり①

定期的な実施により、不登校生徒等の変化を素早く共有し、組織的な指導・支
援を充実させた。また、検討した内容をGoogleドライブで全職員に共有すること
で、いつでも確認できる体制を整備した。

４ 取組のポイント

〇 生徒指導・いじめ対策委員会
・校長、教頭、各学年代表、養護教諭の
６名が、週１回生徒の状況を交流・共
有し、支援や指導方針を検討した。



３ 今年度の取組

【自殺予防教育プログラムの授業】

グループワークを取り入れることにより、生徒同士のつながりの強化、心の危
機への気付きや対応に取り組む意欲の向上、子ども自身の危機に対する問題解決
能力の向上等の効果があった。

４ 取組のポイント

〇 自殺予防教育プログラムの取組
・教育相談コーディネーターが学習指導案を
作成し、全学級で担任等が授業を行った。

内容
第１学年：早期の問題認識（心の健康）
第２学年：援助希求的態度の育成
第３学年：援助希求的態度の育成

（２）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり②



３ 今年度の取組

校内教育支援センター担当教員を時間割に記載し、生徒が必要なときはいつで
も利用できるようにした。
利用する生徒と教室レイアウトを考え、落ち着く空間づくりに努めた。

４ 取組のポイント

〇 校内教育支援センター（カイセイルーム）
・教室に入ることができない生徒が安心
して学ぶことができる多様な学びの場

・個別学習と集団学習のスペース
・教室での授業を一人一台端末で受信
・大型ホワイトボードを利用した学習
・心を落ち着かせるためのソファー

【校内教育支援センター】
【職員室の黒板で生徒の所在を共有】

（２）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり③



３ 今年度の取組

【中学校英語教諭による乗り入れ授業】

入学前から子どもの様子を把握し、中一ギャップの解消を図るとともに、小・
中学校間での生徒指導観の共有や学級編成及び学習支援への反映につなげた。

４ 取組のポイント

〇 中学校教員による協力校への乗り入れ授業

・ 協力校の小学校第６学年外国語科を、年間
通じて週２時間担当した。

（２）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり④



３ 今年度の取組

【「心の天気」による生徒理解 】

（３）心のＳＯＳの早期発見・早期支援の充実

言葉で悩みを打ち明けたり、自分の気持ちを伝えたりすることが苦手な生徒で
も、気持ちを表現・発信しやすくなった。

４ 取組のポイント

〇 「心の天気」

・ 端末を活用し、いつでもどこからでも
生徒が気持ちを発信できるようにした。

・ 生徒の心の動きを視覚的に把握できる
ようにした。

・ 教員は、学級全体の状況を把握し、生
徒理解の充実を図った。



３ 今年度の取組

【心と身体のチェック】
(教員が使いやすいようにカスタマイズ)

（４）アセスメントに基づく実効的なチーム支援体制の構築

子ども理解支援ツール「ほっと」・学校風土アンケートは、学級ごとの集計結
果を学年団等で活用するとともに、全校の集計結果を学校としての課題分析や取
組の重点把握に活用した。

４ 取組のポイント

〇 心と身体のチェック
・長期休業前後に実施することで、心の
不安や不登校傾向が見え始めた生徒を
把握できるようにした。

〇 子ども理解支援ツール「ほっと」
・自殺予防教育プログラムの前後を含め、
学期ごとに実施した。

〇 学校風土アンケート
・変容を把握するため、学期ごとに実施
した。



５ 成果と課題
① ｢悩み事｣が解決できないときに少しずつ追いつめら
れていく心理(心理的視野狭窄)について理解できたと
思う。

② 自分や友だちのこころが苦しくなった時にどうすれ
ばよいのか理解できたと思う。

③ 自分一人の力では解決できない場合に、自分が頼れ
る大人や相談機関を見つけることができたと思う。

④ この授業を受けて、良かったと思う。

① ② ③ ④

【自殺予防教育プログラム振り返り(第２・３学年)】

（１）成果

・自殺予防教育プログラム（援助希
求的態度の育成）における生徒の
振り返りでは、肯定的な回答が多
く、授業の目的を概ね達成できた。

・自殺予防プログラム実施後の学校
風土アンケート（２回目）では、
｢私は、学校でイライラしても上
手に気分転換したり、ストレス解
消したりする方法を学んでいる｡
(心)｣という項目で肯定的回答が
増加し、否定的回答が17％減少し
たことから、他の取組と併せて
行ったことによる成果があった。



５ 成果と課題
ソーシャルスキル 各項目別スキル

肯定的解答 否定的回答

【上 :子ども理解支援ツール「ほっと」12月
下 :「学校風土アンケート」12月】

（２）課題

・子ども理解支援ツール｢ほっと｣にお
いて、各項目別スキルの｢緊張｣に課
題が見られたことから、不登校生徒
を含む全ての生徒が緊張や不安に
よって話すことができなくならない
よう授業における指導・支援の改善
に努める。

（１）成果

・みんなが安心して学ぶことができる学
校づくりを進めたことにより、子ども
理解支援ツール｢ほっと｣において、
ソーシャルスキルで｢仲間強化｣を含む
全て、各項目別スキルで「礼儀」を含
むほぼ全てで向上が見られた。



６ 次年度以降の取組に向けて
① 生徒指導・いじめ対策委員会
・引き続き不登校を含めた生徒の変化を素早く共有し、組
織的な指導・支援の充実を図る。

② 自殺予防教育プログラム
・全学年分の学習指導案の準備が整ったことから、引き続
き授業を実施していく。特に、悩んだときに、友人に相
談したり助けを求めたりできる生徒の育成を目指す。

③ 校内教育支援センター
・加配教員の有無に関わらず運営できる方法を検討する。

④ 子ども理解支援ツール「ほっと」、学校風土アンケート、
心と身体のチェック

・アセスメントに基づく実効的なチーム支援体制の構築に
向けて、実施日等を調整し、引き続き実施する。


